
シンボルマークのコンセプト
家を支える柱をＪＨＦで表現しています。大地を示すラインは
躍動感を、そして全体をまとめる球体が安心と広がりを感じさ
せます。緑色は成長や生命力を表します。ＪＨＦが家と融合し
た、シンボルです。
※「住宅金融支援機構」の英字表記がJapan Housing Finance Agencyで

あり、その略称がＪＨＦです。なお、日本語の略称は「住宅金融機構」です。

１. 本誌は、「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」（平
成13年法律第140号）の趣旨を踏まえて作成しています。

２. 本誌の計数について
（1） 単位未満の計数

　金額の単位未満は四捨五入しています。また、比率（％）は原
則として小数点第2位を四捨五入しています。したがって、合計
欄の計数は、内訳を集計した計数と一致しないことがあります。

（2） 表示方法
　単位に満たない場合は「0」と、計数の全くない場合は「－」
と表示しています。

３. 本誌を含む住宅金融支援機構に関する情報は、ホームページ
（http://www.jhf.go.jp）に掲載しています。

　水戸徳川家上屋敷の旧庭園で、国の特別史跡・特別名勝として指定されている「小石川
後楽園」に隣接してビルを有する５者（トヨタ自動車株式会社、森ビル、東京都下水道局、コー
トレジデントタワー管理組合及び住宅金融支援機構）は後楽緑道管理運営協議会を組織し、
緑豊かな小石川後楽園の景観や利用者の快適性と利便性に配慮し、共同で「後楽緑道」の
整備・管理を行っています。築地塀や案内板を設置するなど文化財への配慮も行っています。
　平成 21 年度には、東京都文京区の「第 9 回 文の京 都市景観賞　景観創造賞」を受賞
しました。

※ 「文の京（ふみのみやこ）都市景観賞」
　21 世紀の美しい景観づくりを進めると共に、区民及び事業者の景観形成に対する意識の向上を図ることを目的に、平
成 13 年度から文京区が景観形成に寄与した建物等や地域活動について表彰を行っているもの。景観創造賞、ふるさと
景観賞、景観づくり活動賞、景観広告賞があり、その内「景観創造賞」は、地域のまち並みにふさわしい景観を創造し
ている建築物・道路・公園などを表彰しています。
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